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2/9（火）、公明党鈴鹿市議団として、「健康寿命を延ばし医療費を抑制する取り組みを

求める要望書」を、末松市長に手渡しました。 

 

 

 

 

 

健康寿命を延ばし医療費を抑制する取り組みを求める要望書  

 

我が国は 2025 年に高齢者人口が約 3500 万人になるという推計もあり、世界に先駆けて超高齢

化社会の課題である『健康・医療』に正面から向き合わなければなりません。 

健康に長生きすることは、一人ひとりの幸せに直結するとともに、「健康寿命」が延びることによっ

て、生涯医療費の抑制にもつながります。 

２０１４年版厚生労働白書「健康長寿社会の実現に向けて」において、日本人の２０１０年の健

康寿命は男性が 70.42歳、女性が 73.62歳であり、平均寿命と健康寿命の差は、男性で約 9年、女

性で約 13 年であり、この差を短くすることが、医療費や介護費を減らすことにつながると指摘し

ています。 

また、同白書では、生活習慣病を予防するためには、特定健診や、がん検診の受診率向上が有効



であるとしています。 

鈴鹿市においても、医療費は年々増加傾向にあり、それによって国民健康保険税や介護保険料の

増額につながるだけではなく、制度を安定的に維持するために一般財源からの繰り出しも必要とな

り、市民全体に負担を求め続けることになります。 

市民が健康で長生きをし、幸せに暮らせるため、そして、増大する医療費・介護サービス対象者

の増加を抑制し、市民の負担を軽減するためにも、健康寿命を延ばし、医療費を抑制する取り組み

を計画的に行うことを求めます。 

 

 以上のことを踏まえ、下記の事項を要望致します。 

 

記 

  

1．発症予防・重症化予防対策として、特定健診受診率向上、糖尿病等の患者予備群減少への取組みを

強化すること。  

2．特に女性のがん検診受診率向上のため、休日夜間や商業施設での検診を増やし、案内・啓発を

強化すること。  

3．ウォーキング等日常的な運動習慣、高齢者の運動や市民参加型の健康づくりを、積極的に支援

すること。 

4．健康と地域活性化のマッチングとして、健康スポットの認定や健康マイレージの導入を進める

こと。 

5. 公園等への健康遊具の設置など、身近で運動が出来る場所づくりを更に進めること。 

6. 医療費抑制のため、ジェネリック医薬品の推奨、コンビニ受診の抑制啓発を積極的に行うこと。 

7. 全国健康保険協会(協会けんぽ)等との協定により、健診データの共有、定期健診、特定健診、

がん検診の受診促進等の取組みを行うこと。 

 

以上 


